
まちづくりネットワークきしわだ 会議録（０８／０４月） 

 

● 日 時：平成２０年４月２３日（水）１８：３０～２０：３０ 

● 場 所：市立公民館３階講座室 

● 参加者：奥田照郎・佐賀昇一・小野秀臣・池阪雄宏・松阪正純・清水明・安田俊一・秋山倫子・網代

真三・山本民子・藤田登・土生克己・西出秋雄・西田光昭・辻井多美雄・森内正和・池西学・奥清司・

田中久美子・野路義幸・東山千恵・酒井達恵・川崎弘・中村富和・岡正明・西田成希・小西悠真・谷

川明子・上野好明・金野精一郎・西岡藪房・外山信博・嶋津尚子・原英嗣 ・馬野大輔・阿児俊明・

今村信彦・辻正文・山田俊晴・西田享治・西井命美・かさ谷勝弘・藤浪勝三・嶋敏明・永谷裕久・片

桐郁子・日田陽介・池宮大敬・反甫旭・萩田喜一郎・藤井康信・細見力・梶野省冶・水内俊雄・上東

束・野村恵子                         ＜司会：西岡、書記：野村＞     

● ゲストスピーカー：永谷 裕久さん（郷土史研究家、和歌山大学岸和田ｻﾃﾗｲﾄ地域連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）  

 

「岸和田」といえば皆さんは何を想像されますか？だんじり祭り、お城など、岸

和田には城下町の風情が今も色濃く残っています。今では全国的に有名な「岸和田

だんじり祭り」の起源は、五穀豊穣を願う町民のお祭りでした。そんな誰もが知っ

ている「だんじり祭り」にも隠された謎があります。それは岸和田藩５万３千石の

初代城主・岡部宣勝公とも密接に関わっています。その謎とは一体何でしょう

か・・・？ 

郷土史研究家である永谷さんは、だんじり好きが嵩じて、岸和田の郷土史を勉強

されてきました。「だんじりの事を伝えるには、岸和田の歴史を知ることが大事！」

と語る永谷さんに、だんじり祭りと岡部家との関係、江戸時代の岸和田藩の様子に

ついて語っていただきます。江戸時代の岸和田はどんな町だったのか・・・。そし

て、今を生きる私達が岸和田藩の歴史から学ぶこととは一体何なのか・・・。 

永谷 裕久さん 

（すごく楽しいお話でした。） 

● テーマ： 「城下町岸和田を語る！ ～歴史に学ぶ城とだんじり今昔物語～」 

 

＜スピーチ内容＞ 

○ 今日はよろしくお願いします。私は岸和田地車祭の番組を昭和59年より制作してきた。 

○ 以前は、テレビの番組を担当していた。テレビ放送と実際との違い、タレントがうるさい番組を作っ

ていた。地元で人気の出る番組を作りたかった。今までと違う番組作りをしたかった。 

○ 三の丸神社から始まり、地元の番組なので背景から今につながっている。１７０３年に岡部長泰公が

町民の入城を許し始まった。 

○ だんじりの始まりについて、「元禄16年、岸和田藩主岡部長泰公は、

城内三の丸に京都伏見より稲荷社を勧請し、領民に参拝を許したの

が岸和田地車祭の始まりである。」と繰り返し、紹介してきた。 

○ しかし、番組制作のため江戸時代の祭礼や社会制度を調べる度に、

この言葉に違和感を覚え、もっと詳しく調べるようになった。 

○ それは、封建的徳川幕藩体制の下で、地方大名が泰平時とはいえ、
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軍事的最高機密である城内を一般に公開することが果たして許される事であったのだろうかという

点である。 

○ 江戸時代初期には、武家諸法度による大名の改易や減封が頻繁に行われており、御家相続第一義の社

会情勢下にあって、あえて城内公開という全国的にも珍しい祭礼を行い、注目を集める危険を、なぜ

冒したのだろうかという疑問を、どうしても払拭出来なかった。 

○ また、長泰公の命によって始まった稲荷祭は、岸和田藩が関わって民衆が城入りをしたところに特徴

がある。 

○ 江戸時代に、城内まで祭礼行列が入ることは、大変に珍しい行事であって、藩主の面前で芸事を披露

する事は全国的にも異例な祭礼であった。 

○ いきなりだんじりが入ってきたとも思いがちだが、そうではない。 

○ 今残っているのは、天守閣とお堀が残っているだけ。岸和田港から岸城塔原線、お堀跡の場所にアパ

ートを建てている南海電車が走っているところと、蛸地蔵駅下がり、浜の石垣筋と四辺の外側で守る。 

○ 天守閣が目につくが、外側に防衛拠点を持つ。 

○ 実は問題なのは、城の中に民衆を入れるということで、防衛システムがばれる。（狭間は、どんぶり

形を２つ合わせた形、弓で遠くを狙える。町民を入れると弓が何張り、鉄砲が何丁かがわかってしま

うだけでなく、それによって、攻め方がわかってしまう） 

○ 16面のお堀があった（空掘りもあった）が、合戦のときに堀に水を張っていたのでは…。 

○ 城内に町民を入れたのは、それだけ平和だったのではないかと思う。 

○ 「♪～とうりゃんせとうりゃんせ、御用の無いものとうしゃ

せぬ…」の生まれた場所は川越の本丸御殿で、地続きで「♪

～この子の７つのお祝いにお札をもらいに…」行っていて、

いただいたお札を返しにきている掛け合いの歌である（城の

鬼又は城の門番と親との掛け合い）。 

○ 城の鬼が、親に「道筋を書きとめていないか、人数が減って

いないか」などを確認するのである。そういった意味で「“行

きは良い良い帰りは怖い”ところだよ」と謡われている。 

○ だんじりの歴史を調べていると、だんじりも通る一里塚がある。 

○ 本町の毛利さんの前にあった一里塚を移した。 

○ 紀州街道高麗橋を出発点として、忠岡から一里（約4ｋｍ）であることがばれてしまう。 

○ 岸和田は和歌山勢にも攻められている。ここから１時間の所に岸和田があることがばれる。 

○ そういった点で、殆んどの地図に岸和田の一里塚が書かれていない。 

○ 中町にある防潮堤石垣、山側に紀州街道が通っている。石が投げたら届きそうなところに街道があり、

情報が漏れやすいし、攻めやすい。 

○ 岸和田藩は譜代大名ですが、徳川家の親藩であってもおかしくはない。岸和田藩は家康の姪をもらっ

た。 

○ 関ヶ原の合戦は、岡部性を名乗り、幕府側について守る。本能寺の変が起きたのは天正10年。 

○ 天正11年に豊臣秀吉は大阪城を造り始めたが、叔父の小出秀政に岸和田城を造らせた。 

○ 情報を公開するのは、幕府からのお咎めがあるかわからない。徳川にとっては大坂夏の陣の戦勝祝い
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で、二代将軍・秀忠が６月１５日の合戦より１ヶ月少しでお祝い会をした。それが山王祭である。 

○ 山車とかで、城内を練り歩いていた。豊臣勢が滅亡した1615年に城内に入っても良いとした。 

○ 江戸という町は京都のコピーで、794 年に京都御所を四神と表裏鬼門のお寺が守り、松尾大社と比

叡山は比叡から日吉に変え、表裏を守る大山のふもと坂本にいる神を家康が見て、天海僧正にみせ、

小田原城内の戦いから江戸へ移る。 

○ 家康が 800 年間続いた京の都市計画の中で真似をしようと、家康は江戸でも同じシステムを考え、

日枝神社と神田神社を大事にし、お祭りを行う。 

○ 1615年より城内入りの祭礼文化が全国の大名に出てくる。 

○ 小倉藩の祗園は小倉のお城の直ぐ側を通る。親藩尾張徳川の東

照宮の祭り、名古屋城外で行われていたものが城内で始まる。

文献上で出てくるのは、ずいぶん後で出てくる。 

○ 川越のとうりゃんせの歌と祭礼の城入りは、どちらが早いかは、

わからない。城入りのお祭り形態ができた。一般のお祭りでは、

町民は町民、藩が関わった祭りは見られない。 

○ 武士が町民の祭りを見に行くことはなく、他所では城入りは見られない画期的なことである。 

○ 川越においても、氷川神社にお祭りを始める号令を藩主がかける。 

○ 長泰公が三の丸にお稲荷さんを祭り始めた。始まりは自然発生的である。 

○ 京都の祇園祭は交通規制により、今は７月１７日に行われるが、先の祭り、後の祭り、祭礼の順番が

京都の場合はクジで決める。資料の３枚目の下に神田祭りの２番が猿に決まっている。１番は諫鼓鶏

に決まっている。太鼓の上に鶏が乗っていることはめでたいことである。 

○ 「政道の間違いがあれば、太鼓をたたきなさい」と「私がたたいた人の意見」を聞きにいく。 

○ ご正道はよろしく、太鼓をたたく人がいない。徳川幕府の象徴として諫鼓鶏を持ってきた。 

○ 将棋の駒のようなものに、１番とかかれている牛が曳いて城内に入ってくる。背の高い物が入ってく

るとだんじり会館にもある屋根の上げ下げをからくりで行った。 

○ 城門を牛で通ると牛をはずして人が通した。ロープを使っては、後で出てくる。 

○ 最初のページに山下御門を通って江戸城内に入った。 

○ 日吉さんの大権現社にお参りをした。隣の岸和田藩上屋敷で岡部筑前守は９歳から育っていて、36

歳で岸和田藩主になった。 

○ 参勤交代制は人質制度で、正室は江戸にいたが、藩主になってから、１年間単身赴任する。山王祭の

祭りを見ていたのを、岸和田でも行いたいと思ったと思う。 

○ 岸和田の表鬼門は、寺町筋に五つのお寺がある。 

○ 斜め45度に紀州街道が走っているので鬼門に当たる。 

○ 心蓮寺がある。松平さんがいた時の建立。岡部さんは裏鬼門を守る

ことが大事と思い、三の丸稲荷神社で守る。 

○ 岡部さんは日吉神社の隣で育ち、見ていた。２枚目を先に説明しま

しょう。鶴と亀がある半蔵門がある。 

○ 将軍がいたところ。江戸の将軍がまず祭礼行列を見ていた。雉子橋門から出て行く。 

○ 和田倉御門が書いてある、よく有名な伝奏屋敷は朝廷の使節を接待した場所である。 
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○ 老中のしるしの老中屋敷は、並松町にあった周防殿町の周防守です。 

○ 最後のところに象が描かれている本物の象でなく、前足を見れば、人の足が出ている張り子だと分か

る。 

○ 享保13年に象が日本にやってきた。風流と書いて「ふりゅ」と呼んでいた。 

○ 朝鮮人の格好をして人は、通信士・サルの使い・神様の使いということで猿の行列の後ろ。一番後ろ

では荷茶屋がついている。 

○ 喉が乾いたら飲んでいた。山下御門を屈折して、城内に入るようになっている。 

○ 人をびっくりさせようとかついでいる。東都歳時記は一年を春夏秋冬の４つに分かれている。 

○ ６月のものに諫鼓鶏の右端に江戸城に入って出てくるところが書かれている。 

○ 絵は雉子橋卸門ではないかな、神田神社の門が見えて、江戸の人の工夫が見える。 

○ ７つ姫が行列している牽牛星をだしにしている。下にこまがついている４輪の山車の上に、正面どろ

まくとよばれているものが、幕が彫り物になった。 

○ 祭りの様子を見ていくと、下に車輪があり死角にかさが乗っている。 

○ 人が担いでいるものや牛が曳いているものなどバリエーションがある。 

○ 岸和田のだんじりの始まりについて、図書館でだんじり祭りの資料を見ることができる。 

○ だんじり祭りの資料を集めた池田谷久吉氏は、昭和29年岸和田城の設計をされた人。池田谷さんか

ら出口神暁さんがまとめ発表した。言い伝えだけだった。 

○ 池田谷久吉さんが亡くなり、わからなくなっていたものが

出てきた。全体を見ると書付を写し、北町のことが書いて

ある。濫觴とは根本の根本をあらわす。 

○ 堺町・本町など５町の公式文章、71 歳自分のことや又聞

きや、安衛門に聞いた。老人から聞いた。昔のことを聞い

た。 

○ 1841 年のこと。100 年前のことを聞いた。4 人を介し

て聞いた。 

○ これ以外ないのでこれを基本に延享３年かろきだんじりは長持ちに車をつけたものだったのでは… 

○ 初めて出てくるのは延享三年。後々の文章からすると今から言えることはこれだけ。 

○ 天神祭りの影響を受ける。ちょうちんをまねた。文章が残っている。最初からだんじりができたので

はない。 

○ 城内に、だんじりが入ったという説と入らなかったという説がある。 

○ からくりがないと通れなかったので、北大手門から坂の上にも門があり、二重門があった。 

○ 城内に入ったとしても、坂の上下にも門があった。蛸地蔵駅のところに南大手門があった。本丸二の

丸には行けなかったのでは。三の丸に行ったが、重要なところは見せないでいた。 
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